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１ 前回のおさらい
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第３回審議会における協議事項の整理
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・水道料金算定要領に基づく水道料金改定額の算出方法及び素案の提示

・内部留保資金の目標額及び資産維持費割合の設定に係る課題の抽出

・固定費の口径別配賦に係る設定流量比の平準化に係る課題の抽出

・水道加入金や各種手数料による収入額増の検討
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２ これまでの審議会を踏まえた
参考資料

8



（１）各種指標の類似団体比較

適正値指 標 説 明類似団体
平 均

数値
動向嘉麻市項 目

100.0％
以上

給水収益や一般会計からの繰入金等の 収益で、維持
管理費や支払利息等の費用をどの程度賄えているか
を表す指標

108.0％94.9％

0.0％
営業活動により生じた損失で、繰越利益剰余金等で
も補塡することができず、複数年度にわたって累積
した損失の状況を表す指標

4.7％0.0％

100.0％
以上

１年以内に支払うべき債務に対して支払うことがで
きる現金等の保有状況の割合を示す指標320.0％194.7％

－給水収益に対する企業債残高の割合であり、企業債
残高の規模を表す指標365.6％440.3％

－有収水量1㎥当たりについて、どれだけの費用がかっ
ているかを表す指標184.3円159.3円

－有収水量1㎥当たりについて、どれだけの収益を得て
いるかを表す指標177.3円147.6円

100.0％
以上

給水に係る費用が、どの程度給水収益で賄えている
かを表し、料金水準等を評価する指標98.2％92.6％

●財務状況関係（令和６年度）
※類似団体とは、総務省の経営比較分析において設定される区分で、給水人口規模
により決定される。嘉麻市は給水人口３万人～５万人の事業者に分類され、類似
団体平均は、同規模として分類される１９３団体の平均値。
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指 標 説 明類似団体平均数値
動向嘉麻市項 目

施設の利用状況や適正規模を判断する指標60.2％65.9％

施設の稼動が収益につながっているかを判断する指標84.19％86.70％

償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるかを表す指
標で、資産の老朽化度合を示している。52.4％51.6％

法定耐用年数を超えた管路延⾧の割合を表す指標で、管路
の老朽化度合を示している。25.0％25.0％

当該年度に更新した管路延⾧の割合を表す指標で、管路の
更新ペースや状況を把握できる。0.46％0.55％

浄水処理（水道水としての水質を得るため水を浄化するこ
と）に必要な設備がある施設数7.9カ所6カ所

給水区域の需要量に応じて適切な配水を行うために、浄水
を一時貯える池数25.7カ所14か所

●施設状況関係（令和６年度）

（１）各種指標の類似団体比較



（１）各種指標の類似団体比較

●費用構成（令和６年度）

人件費 支払利息 減価償却 動力費 光熱水費 通信運搬費 修繕費

類似団体平均 ⒜ 85,215 35,778 396,937 52,214 1,842 5,516 48,027

嘉 麻 市 ⒝ 124,439 20,345 283,047 47,034 409 4,443 14,602

差 ⒝－⒜ 39,224 △ 15,433 △ 113,890 △ 5,180 △ 1,433 △ 1,073 △ 33,425

材料費 薬品費 委託費 負担金 受水費 その他 費用合計

類似団体平均 ⒜ 2,572 5,828 116,185 6,117 150,254 44,191 950,675

嘉 麻 市 ⒝ 4,557 9,564 78,757 4,712 0 18,836 610,745

差 ⒝－⒜ 1,985 3,736 △ 37,428 △ 1,405 △ 150,254 △ 25,355 △ 339,930

項  目

項  目
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《企業債活用の意義》
◎利用者負担の世代間の公平のための調整

建設当初の利用者だけでなく、企業債で賄うことは、元本や利息の支払いというかたちで将来の利用者と負担を
分かつこととなり、利用者負担の世代間の公平を調整する役割を果たす。

◎財政支出と財政収入の年度間調整
単年度に多額の財源を必要とする事業において、事業執行にかかる財政負担を「地方債の元本や利息の支払い」
というかたちで後年度に平準化することができ、計画的な財政運営が可能となる。
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（２）施設整備に係る事業計画と減価償却費の見通し

備 考事業費数 量施 設 名

1982年以前に布設された水道管の更新事業36.8億円49,400m管路布設替

中益・上臼井（S44築）浄水場の建替24.2億円2カ所浄水場建替

尾浦（S38築）、柿ノ木第一（S41築）の建替5.9億円2カ所配水池建替

既存水道施設の維持管理費3.9億円－その他維持管理

70.8億円合 計

嘉麻市水道事業施設・管路更新計画（令和５年３月策定）において、令和２４年度までの施設整備に係る事業計画を
定めており、当該計画に基づき各施設及び管路の更新を進めている。

現在作成している財政シミュレーションには、上記計画の年度別事業費を計上し、その財源として、企業債（起債）
を下記のとおり充当することで想定している。

►管路布設替 事業費の５０％相当額を借入 ►浄水場建替 事業費の全額を借入
►配水池建替 事業費の全額を借入 ►その他維持 全額自主財源で対応（借入なし）
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（２）施設整備に係る事業計画と減価償却費の見通し



備 考改築年度種別地区施 設 名建築年度

施設能力 2,120㎥利用中止（H30）浄水場稲築鴨生浄水場Ｓ３７

貯水能力 275㎥Ｒ９配水池山田尾浦配水池
Ｓ３８

貯水能力 298㎥利用中止（H30）配水池稲築白門配水池

貯水能力 900㎥Ｒ２３配水池山田柿ノ木第一配水池Ｓ４１

施設能力 2,160㎥Ｒ１３～１４浄水場嘉穂中益浄水場
Ｓ４４

施設能力 700㎥Ｒ１８～１９浄水場碓井上臼井浄水場

貯水能力 （主）550㎥ （副）150㎥未定配水池嘉穂嘉穂主・副配水池Ｓ４５

貯水能力 342㎥未定配水池稲築十郎山配水池Ｓ４８

貯水能力 130㎥未定配水池山田熊ヶ畑配水池

Ｓ５２
貯水能力 1,271㎥未定配水池山田柿ノ木第二配水池

貯水能力 500㎥未定配水池稲築黒田配水池

貯水能力 300㎥利用中止（H30）配水池稲築貴船配水池

施設能力 1,400㎥ ※無人化未定浄水場碓井中谷浄水場
Ｓ５３

貯水能力 13㎥未定配水池山田吉庵配水池

貯水能力 98㎥未定配水池山田猪ノ鼻配水池Ｓ５８

貯水能力 450㎥未定配水池嘉穂牛隈配水池Ｓ６０
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（２）施設整備に係る事業計画と減価償却費の見通し

●築後４０年を経過した主要施設



（２）施設整備に係る事業計画と減価償却費の見通し

山田地区 嘉穂地区
・⾧原配水池 ・副配水池
・熊ヶ畑配水池 ・牛隈配水池
・猪ノ鼻配水池
・吉庵配水池

《浄水場》

《配水池》

《配水池》

《配水池》
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（３）広域化について



（３）広域化について
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（３）広域化について
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（４）水道施設整備にかかる財源等の概要について

《国庫補助金等》
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（３）水道施設整備にかかる財源等の概要について

《企業債》



３ 資産維持費設定別将来推計
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（１）口径別配分比率の見直しについて

第３回審議会で課題として提示した口径別の料金上昇率に平準化について、「水道料金算定要領」に定める
流量比に現状の料金体系や口径別の利用戸数等を踏まえ調整を実施を行った。
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（１）口径別配分比率の見直しについて

◎基本料金 ◎料金改定に伴う１か月分水道料金負担モデルケース比較

この料金表に伴う料金改定率は３７％

※金額は消費税相当額１０％を含む

口径別の配分を調整することにより、平均料金改定率に準じた各口径での上昇率の平準
化を図った。

改定後 差 改定後 差

4㎥まで 490 575 85 640 150

8㎥まで 980 1,150 170 1,280 300

4㎥まで 540 1,200 660 710 170

8㎥まで 1,080 2,400 1,320 1,420 340

4㎥まで 580 1,825 1,245 850 270

8㎥まで 1,160 3,650 2,490 1,700 540

30ｍｍ 8㎥まで 1,270 5,200 3,930 2,620 1,350

40ｍｍ 8㎥まで 1,540 9,540 8,000 7,860 6,320

50ｍｍ 8㎥まで 1,880 15,230 13,350 12,520 10,640

75ｍｍ 8㎥まで 3,080 36,330 33,250 29,870 26,790

100ｍｍ 8㎥まで 4,760 66,180 61,420 39,830 35,070

13ｍｍ

口径 水量 現行
前回提示分 第4回提示分

20ｍｍ

25ｍｍ

（単位：円） （単位：円）

料金 上昇率 料金 上昇率

4㎥ 539 633 17.4% 704 30.6% 高齢者単身世帯

8㎥ 1,078 1,265 17.3% 1,408 30.6% 平均的な単身世帯

20㎥ 3,058 3,971 29.9% 4,114 34.5% 家族３人

40㎥ 6,358 8,481 33.4% 8,624 35.6% 家族５人

4㎥ 594 1,320 122.2% 781 31.5% 高齢者単身世帯

8㎥ 1,188 2,640 122.2% 1,562 31.5% 平均的な単身世帯

24㎥ 3,828 6,248 63.2% 5,170 35.1% 家族３人

40㎥ 6,468 9,856 52.4% 8,778 35.7% 家族５人

40㎥ 6,556 11,231 71.3% 9,086 38.6% 家族５人

75㎥ 12,221 19,124 56.5% 16,979 38.9% 平均的な使用水量

30ｍｍ 300㎥ 49,577 71,566 44.4% 68,728 38.6% 平均的な使用水量

40ｍｍ 400㎥ 66,374 98,890 49.0% 97,042 46.2% 平均的な使用水量

50ｍｍ 500㎥ 83,248 127,699 53.4% 124,718 49.8% 平均的な使用水量

75ｍｍ 800㎥ 134,068 218,559 63.0% 211,453 57.7% 平均的な使用水量

100ｍｍ 1,800㎥ 300,916 476,894 58.5% 447,909 48.8% 平均的な使用水量

口径
使用

水量

現行

料金
利用モデル

前回提示分 第４回提示分

13ｍｍ

20ｍｍ

25ｍｍ



０.７％１.０％１.５％２.０％３.０％４.０％項 目

194,841千円278,345千円417,517千円556,690千円835,034千円1,113,378千円

２１％２５％３０％３７％４８％６０％

38,600千円128,316千円240,586千円397,763千円644,757千円914,204千円

178.73円
（柳川市）

184.64円
（春日那珂川）

192.02円
（飯塚市）

202.36円
（田川広域）

218.61円
（広川町）

236.34円
（志免町）

前回試算分算定要領標準

（２）資産維持費の設定利率に基づく収支比較
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5,566,890千円①対象資産

2.0％/年②資産維持率

5年③料金算定期間

556,690千円①×②×③資産維持費

第３回審議会で総括原価試算における目標設定として、災害等の発生における不測の事態に対応するための資金と
して給水収益の５０％相当（約３億円）の内部留保資金確保を設定し、資産維持率２％として試算した。

《資産維持率の設定に基づく比較》

《資産維持費算定》

※第３回審議会「資料２」の１５ページより抜粋

※（ ）は供給単価の類似する事業体を示す。



25※収益的収支及び資本的収支に係る詳細推計は別途資料を参照

（２）資産維持費の設定利率に基づく収支比較
（単位：千円）

R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18

１年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

593,287 612,394 609,159 597,576 599,128 624,237 675,201 675,680 681,404 685,003

収益的収入 639,611 625,408 615,835 597,725 590,131 574,489 563,876 552,089 542,375 530,536

収　　　支 46,324 13,014 6,676 149 △ 8,997 △ 49,748 △ 111,325 △ 123,591 △ 139,029 △ 154,467

補てん財源 222,110 146,787 98,153 47,218 38,500 35,743 △ 85,287 △ 179,384 △ 317,174 △ 475,951

収益的収入 658,208 643,615 633,812 615,379 607,511 591,496 580,576 568,481 558,505 546,314

収　　　支 64,921 31,221 24,653 17,803 8,383 △ 32,741 △ 94,625 △ 107,199 △ 122,899 △ 138,689

補てん財源 240,707 183,592 152,935 119,654 128,316 142,565 38,236 △ 39,469 △ 161,129 △ 304,129

収益的収入 681,455 666,375 656,284 637,446 629,236 612,754 601,452 588,971 578,668 566,036

収　　　支 88,168 53,981 47,125 39,870 30,108 △ 11,483 △ 73,749 △ 86,709 △ 102,736 △ 118,967

補てん財源 263,954 229,598 221,413 210,199 240,586 276,093 192,639 135,425 33,927 △ 89,351

収益的収入 714,000 698,239 687,744 668,339 659,650 642,516 630,677 617,657 606,895 593,646

収　　　支 120,713 85,845 78,585 70,763 60,522 18,279 △ 44,524 △ 58,023 △ 74,509 △ 91,357

補てん財源 296,499 294,007 317,282 336,962 397,763 463,032 408,804 380,276 307,005 211,338

収益的収入 765,142 748,311 737,181 716,887 707,445 689,284 676,604 662,735 651,252 637,034

収　　　支 171,855 135,917 128,022 119,311 108,317 65,047 1,403 △ 12,945 △ 30,152 △ 47,969

補てん財源 347,642 395,222 467,933 536,161 644,757 756,794 748,492 765,042 736,129 683,849

収益的収入 820,934 802,934 791,112 769,848 759,584 740,304 726,705 711,911 699,642 684,366

収　　　支 227,647 190,540 181,953 172,272 160,456 116,067 51,504 36,231 18,238 △ 637

補てん財源 403,434 505,637 632,280 753,469 914,204 1,077,261 1,119,061 1,184,787 1,204,263 1,199,316

資
産
維
持

4
.
0
％

今期料金算定期間 次期料金算定期間

資
産
維
持

3
.
0
％

資
産
維
持

2
.
0
％

収益的支出

資
産
維
持

1
.
0
％

資
産
維
持

1
.
5
％

資
産
維
持

0
.
7
％

項 　目
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説 明次期料金
改定見込率

資金不足
発生年度黒字期間料金

改定率
資産

維持率

料金算定期間中において収支に赤字が生じる。内部
留保資金も非常に乏しく有事での対応が困難。

３３％
（R13）Ｒ１５４年２１％０.７％

内部留保資金が１億円台で推移し、災害等の突発的
な対応において支障を生じる可能性がある。

２９％
（R14）Ｒ１６５年２５％１.０％

内部留保資金が２億円台で目標値である年間給水収
益の５０％には届かないが、合併後初の本格的な料
金改定を考慮すると検討すべき設定。

２４％
（R14）Ｒ１８５年３０％１.５％

今回の料金改定算定期間における内部留保資金の目
標値である年間給水収益の５０％を確保できる。

１７％
（R15）Ｒ２１６年３７％２.０％

年間給水収益相当の内部留保資金を確保でき、安定
的な運営を確保できるが、料金負担が大きくなる。
令和１６年度以降に低率の料金改定は生じる。

９％
（R16）Ｒ２５７年４８％３.０％

十分な内部留保資金を確保でき、管路更新に係る企
業債の発行を抑制することで費用の削減が可能と考
えられるが、料金負担が非常に大きくなる。

１％
（R18）Ｒ２７９年６０％４.０％

（２）資産維持費の設定利率に基づく収支比較

※（ ）内の記載内容は次期料金改定が見込まれる年度を示す。



《基本料金》

料金 差額 料金 差額 料金 差額 料金 差額 料金 差額 料金 差額

4㎥まで 490 740 250 690 200 640 150 615 125 590 100 575 85
8㎥まで 980 1,480 500 1,380 400 1,280 300 1,230 250 1,180 200 1,150 170
4㎥まで 540 820 280 765 225 710 170 680 140 655 115 635 95
8㎥まで 1,080 1,640 560 1,530 450 1,420 340 1,360 280 1,310 230 1,270 190
4㎥まで 580 990 410 920 340 850 270 815 235 780 200 760 180
8㎥まで 1,160 1,980 820 1,840 680 1,700 540 1,630 470 1,560 400 1,520 360

30ｍｍ 8㎥まで 1,270 3,050 1,780 2,830 1,560 2,620 1,350 2,510 1,240 2,400 1,130 2,330 1,060
40ｍｍ 8㎥まで 1,540 9,380 7,840 8,620 7,080 7,860 6,320 7,480 5,940 7,100 5,560 6,870 5,330
50ｍｍ 8㎥まで 1,880 14,980 13,100 13,750 11,870 12,520 10,640 11,910 10,030 11,300 9,420 10,930 9,050
75ｍｍ 8㎥まで 3,080 35,740 32,660 32,800 29,720 29,870 26,790 28,400 25,320 26,940 23,860 26,060 22,980

100ｍｍ 8㎥まで 4,760 47,630 42,870 43,730 38,970 39,830 35,070 37,880 33,120 35,950 31,190 34,760 30,000

《超過料金》

料金 差額 料金 差額 料金 差額 料金 差額 料金 差額 料金 差額

料金改定率21％

料金改定率60％ 料金改定率48％ 料金改定率37％ 料金改定率30％ 料金改定率25％ 料金改定率21％

料金改定率60％ 料金改定率48％ 料金改定率37％ 料金改定率30％

資産維持費1.5％

73

資産維持費２％資産維持費３％

料金改定率25％口径 水量 現行

13ｍｍ

20ｍｍ

25ｍｍ

口径 水量 現行
資産維持費３％ 資産維持費２％ 資産維持費1.5％

資産維持費1％ 資産維持費0.7％

全口径
1㎥

につき
150 223

資産維持費４％

資産維持費４％

242 92 45 186 36 180 30

資産維持費1％ 資産維持費0.7％

205 55 195
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（２）資産維持費の設定利率に基づく収支比較

（単位：円）

（単位：円）

◎料金体系比較表



料金 上昇率 料金 上昇率 料金 上昇率 料金 上昇率 料金 上昇率 料金 上昇率

4㎥ 539 814 51.0% 759 40.8% 704 30.6% 677 25.5% 649 20.4% 633 17.3% 高齢者単身世帯

8㎥ 1,078 1,628 51.0% 1,518 40.8% 1,408 30.6% 1,353 25.5% 1,298 20.4% 1,265 17.3% 平均的な単身世帯

20㎥ 3,058 4,822 57.7% 4,462 45.9% 4,114 34.5% 3,927 28.4% 3,753 22.7% 3,641 19.1% 家族３人

40㎥ 6,358 10,146 59.6% 9,368 47.3% 8,624 35.6% 8,217 29.2% 7,845 23.4% 7,601 19.6% 家族５人

4㎥ 594 902 51.9% 842 41.7% 781 31.5% 748 25.9% 721 21.3% 699 17.6% 高齢者単身世帯

8㎥ 1,188 1,804 51.9% 1,683 41.7% 1,562 31.5% 1,496 25.9% 1,441 21.3% 1,397 17.6% 平均的な単身世帯

24㎥ 3,828 6,063 58.4% 5,608 46.5% 5,170 35.1% 4,928 28.7% 4,715 23.2% 4,565 19.3% 家族３人

40㎥ 6,468 10,322 59.6% 9,533 47.4% 8,778 35.7% 8,360 29.3% 7,988 23.5% 7,733 19.6% 家族５人

40㎥ 6,556 10,696 63.2% 9,874 50.6% 9,086 38.6% 8,657 32.0% 8,263 26.0% 8,008 22.1% 家族５人

75㎥ 12,221 20,013 63.8% 18,459 51.0% 16,979 38.9% 16,165 32.3% 15,424 26.2% 14,938 22.2% 平均的な使用水量

30ｍｍ 300㎥ 49,577 81,085 63.6% 74,741 50.8% 68,728 38.6% 65,395 31.9% 62,383 25.8% 60,379 21.8% 平均的な使用水量

40ｍｍ 400㎥ 66,374 114,668 72.8% 105,640 59.2% 97,042 46.2% 92,312 39.1% 88,013 32.6% 85,173 28.3% 平均的な使用水量

50ｍｍ 500㎥ 83,248 147,448 77.1% 135,813 63.1% 124,718 49.8% 118,635 42.5% 113,093 35.9% 109,439 31.5% 平均的な使用水量

75ｍｍ 800㎥ 134,068 250,144 86.6% 230,358 71.8% 211,453 57.7% 201,124 50.0% 191,677 43.0% 185,482 38.3% 平均的な使用水量

100ｍｍ 1,000㎥ 168,916 316,463 87.3% 291,441 72.5% 267,509 58.4% 254,452 50.6% 242,508 43.6% 234,652 38.9% 平均的な使用水量

資産維持費1％

改定率25％改定率30％改定率37％口径

資産維持費３％

改定率48％

資産維持費２％ 資産維持費0.7％

改定率21％ 利用モデル

25ｍｍ

使用

水量

資産維持費1.5％

20ｍｍ

13ｍｍ

現行

料金

資産維持費４％

改定率60％
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（２）資産維持費の設定利率に基づく収支比較

◎利用モデル別比較表 （単位：円）

※消費税相当額１０％を含む。
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（２）資産維持費の設定利率に基づく収支比較

◎福岡県内料金比較
（単位：円）

供給単価が１６０円を下回る事業者は北九州市、中間市、桂川町、嘉麻市のみであり、全ての事業者が赤字決
算である。

※●は赤字決算の事業者



４ 水道加入金について
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水道加入金の改定について

◎水道加入金改定の目的
水道施設の整備に要する経費に対する新規利用者と既存利用者との負担の公平を図る目的から、新規に水道メーター
を設置する際の口径別水道加入金の額を改正し、料金収入以外の収入確保を図る。

31

古賀市春日那珂川筑後市宮若市田川広域直方市桂川町飯塚市嘉麻市口径

200,000 110,000 30,000 60,000 50,000 75,000 50,000 50,000 35,000 １３ｍｍ

300,000 308,000 70,000 120,000 130,000 115,000 150,000 135,000 70,000 ２０ｍｍ

450,000 495,000 110,000 240,000 230,000 150,000 250,000 220,000 120,000 ２５ｍｍ

800,000 －160,000 480,000 250,000 －450,000 －150,000 ３０ｍｍ

1,500,000 1,485,000 280,000 800,000 730,000 500,000 800,000 675,000 300,000 ４０ｍｍ

2,000,000 2,277,000 450,000 1,600,000 1,250,000 1,000,000 1,200,000 1,000,000 450,000 ５０ｍｍ

5,000,000 5,500,000 1,000,000 3,000,000 3,390,000 2,500,000 別に定める額2,500,000 1,000,000 ７５ｍｍ

10,000,000 9,658,000 1,700,000 別に定める額別に定める額5,000,000 別に定める額4,250,000 別に定める額１００ｍｍ

◎水道加入金改定の考え方

上記表のとおり、嘉麻市の水道加入金の設定は、他の事業者と比較し安価な設定となっている。改定にあたっては、
近隣の飯塚市及び桂川町の設定金額を参考にしつつ、以下の算定方法により改正案を作成する。
・口径１３ｍｍに対する加入金を飯塚市及び桂川町と同額の５０，０００円に設定。
・口径２０ｍｍ以上の加入金については、水道料金算定要領に示される口径別流量比により額を算定する。



水道加入金の改定について
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宮若市田川広域直方市桂川町飯塚市
嘉麻市

口径
改定案現 状

60,000 50,000 75,000 50,000 50,000 50,00035,000 １３ｍｍ

120,000 130,000 115,000 150,000 135,000 125,00070,000 ２０ｍｍ

240,000 230,000 150,000 250,000 220,000 200,000120,000 ２５ｍｍ

480,000 250,000 －450,000 －300,000150,000 ３０ｍｍ

800,000 730,000 500,000 800,000 675,000 550,000300,000 ４０ｍｍ

1,600,000 1,250,000 1,000,000 1,200,000 1,000,000 900,000450,000 ５０ｍｍ

3,000,000 3,390,000 2,500,000 別に定める額2,500,000 2,100,0001,000,000 ７５ｍｍ

別に定める額別に定める額5,000,000 別に定める額4,250,000 3,850,000別に定める額１００ｍｍ

◎水道加入金改定額案及び近隣事業者との比較 （単位：円）

◎水道加入金改定に伴う効果額（Ｒ７年度納入実績より）

合計100㎜75㎜50㎜40㎜30㎜25㎜20㎜13㎜項目

1,941,50000000132,00001,809,500現 状

2,805,00000000220,00002,585,000改正案

863,5000000088,0000775,500差 額

（単位：円）

※令和７年度の水道加入金納入実績に基づく試算では、８６３，０００円の収入額増加が見込まれる。

※消費税を除く

※消費税相当額10％を含む



５ 今後の水道事業運営に関する
取り組み
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水道事業運営に関する取り組み
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●令和９年度～令和１３年度《第１次料金改定算定期間まで》

►水道メータ検針及び料金請求周期の検討

►浄水場管理、検針徴収業務等の民間委託の検討

►ＤＸ・ＩＣＴの活用による業務効率化

►広域的経営統合

現状の毎月検針・請求方式から隔月（２カ月間隔）検針・請求方式に変更することでコスト削減（約１千万円程
度）が期待できることから、利用者へのサービス面とコスト削減の関係を研究し検討を進める。

管路や浄水場の遠隔監視に伴う管理人員の削減及び通信機能を有したスマートメーター導入による検針人の削減等
人的コストの削減について検討を進める。ただし、現状では機器の設置に膨大な事業費が必要となることから、普
及拡大によるコスト低減状況や水道局内の資金余力を確認しつつ、費用対効果がより発揮できるよう検討を進める。

水道事業における職員数の削減及びサービス向上を目的とし、委託可能な事務事業を洗い出し、可能な限り経費の
抑制につながる民間への業務委託の手法を検討する。なお、現状の料金関係及び浄水場管理業務に係る包括的な委
託を実施した場合、経費は約２千万円～５千万円の増加が見込まれる。※専門業者より見積書より

広域化においては、近隣市町の同調が必要であり、単独市での意思では難しい面はあるが、広域化によるスケール
メリットは今後の水道事業においては避けて通れない事項であるため、将来を見据えた協議検討を県の協力を得な
がら実現に向けて取り組みを進めていく。

●令和９年度～令和１８年度《第２次料金改定算定期間まで》

●令和９年度～令和２４年度
►水道施設の統合・削減
施設の維持管理経費の削減等を図るため、今後予定される浄水場及び配水池の大型建設事業の実施においては、既
存の計画にとらわれず、水利権や取水、送水等に係る水道管埋設費用等の全体的な影響額等も踏まえ、効率化と安
定供給の観点を重視しながら、施設統合・廃止を含めた調整を図る。


